
令和 8 年 5 月 26 日 

 

 

新年度が始まり 2 か月が過ぎようとしています。保育室くるみでは、4 月に入園した子ども達 
の利用も多く賑やかな日々です。 

 

 

 

 

 

感染性胃腸炎の症状は嘔吐、下痢、腹痛、吐き気、発熱です。多くは 1～数日で症状は落ち着き

ますが、家族内感染をしたというお話もよく聞きます。水分補給をして、消化の良い食事にしまし

ょう。またヒトメタニューモウイルスは RS ウィルスと似ていて症状は咳、鼻水、発熱です。気管

支炎や肺炎になることもあり、重症化すると入院になることもあります。                               

溶連菌感染症は喉の痛み、発熱のほかに体や手足に発疹が出ることがあります。治療には抗生物

質の服用が必要ですが、途中で服用を止めると、また菌が増殖を始めるので、最後までお薬を飲

み切ることが大切です。 

 

令和 7 年度（R7 年 4 月～R8 年 3 月）の病種別利用状況 

  

令和 7 年度の利用者は 1,194 人でした。 

7 月からインフルエンザの利用があり、11 月から 3 月     

までは風邪の部屋と隔離の部屋と交代して対応をして 

いました。 

 

お問合せ：枚方病児保育室くるみ TEL 072-852-0161  

枚方病児保育室くるみからのお知らせ 

 

現在流行っているのは 

感染性胃腸炎・溶連菌感染症 

ヒトメタニューモウイルス です 

病種 人数

1位 インフルエンザ 349人

2位 上気道炎 224人

3位 咽頭炎・鼻咽頭炎 156人

4位 気管支炎 128人

5位 感染性胃腸炎 115人


